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サセックス大学語学研修に参加して    経済学部 3 年 女子学生 

⚫ 授業について 

初日にペーパーテストとスピーキングのテストが行われ、クラス分けされました。私のク

ラスは日本人 10 名、サウジアラビア人 1 名、シリア人 1 名の計 12 名のクラスでした。授

業内容は簡単な英会話や過去形、過去進行形、過去完了形の違いなどの文法、イギリスの

文化や歴史に基づいたボキャブラリーの授業がありました。また毎週水曜日はレクチャー

室で講義を受け、金曜日は映画を観てそれぞれ内容の理解度を測る授業でした。聞き取り

には慣れが必要でしたが、内容は決して難しいものではなく楽しんで授業を受けることが

出来ました。90 分の授業に対して休み時間は 30 分、昼休みは 90 分ありました。そのた

め休み時間にはカフェでコーヒーやお菓子を買ったりしていました。毎週木曜日の休み時

間には Coffee morning がありコーヒーや紅茶を飲みながらクラスの人たちや先生方とおし

ゃべりを楽しむ時間も設けられていました。 

⚫ 生活について 

食事について、私は主に自炊生活をしていました。学内にスーパーがあるため、そこで食

材を調達していました。調味料なども塩胡椒などの基本的な調味料は学内のスーパーで売

っていましたし、ブライトンまで足を運べば醤油などの日本調味料も売っていました。ま

た、学内カフェも充実しており朝から開いていました。昼食は基本 3 種類から好きな料理

を選ぶことが出来、その他にサラダやドーナツ、サンドウィッチなどが売っていました。 

気候について、気温は 20 度前後で体感では日本の 11 月くらいでした。今年は熱波が来て

いると言われていたので半袖にカーディガンを持って行っていたのですが、それでは寒か

ったのでトレーナー等を現地で調達しました。また、やはり雨が多く二日に一度くらいは

降っていました。小雨であれば傘を差さない人も多くフード付きの服が一着あると便利で

した。 

⚫ 休日について 

土日はほとんどロンドン観光をしていました。ロンドンの観光地はどこも広く、一カ所に

つき三時間かけても見終わらないほどでした。また今年はヴィクトリア女王生誕 200 周年

だったため、バッキンガム宮殿やケンジントン宮殿、ロンドン塔といった王室にまつわる

場所や美術館、博物館の展示はヴィクトリア女王一色でした。運良く日本でヴィクトリア

女王のドラマを見ていたため個人的にはとても興味深く面白かったです。その他アンティ

ークマーケットや大英博物館等にも行きましたし、当日券を買って WICKED も鑑賞する

ことが出来ました。 

⚫ まとめ 

私の今回の語学研修の目的は、自らの語学力を測るとともに、異文化に触れる事で新たな

視点を得る事でした。結果として目的を果たすことが出来たと思いますし、自らに足りな

いもの、必要なものを改めて考えることが出来ました。この経験を生かし、語学だけでな

くすべてのものに貪欲に学んでいく覚悟が出来たと思います。 



サセックス大学夏期語学研修に参加して 

 

工学部２年 女子学生 

 

私は、異なる環境で生活してみたい、自分の語学力を上げたいと思い今回この研修に参加

しました。 

海外に行くことは初めてではありませんでしたが、1 人で行くことは初めてで、またヨー

ロッパに行くのも初めてだったので、行くまではとても緊張していました。 

ヨーロッパはキャッシュレスが進んでいるということで、日本と違って現金を持ち歩く人

が少ないと聞きました。スリの被害を減らすためにも、約 6000 円分だけ両替して行きま

した。また、カードは 1 枚では不安だったので複数枚持って行きました。 

私はキャセイパシフィック航空を利用し、香港乗り継ぎでイギリスのヒースロー空港へ向

かいました。関西空港から香港国際空港行きの飛行機が機材到着遅れの影響で、フライト

が 30 分遅れることがあらかじめ決まっていました。乗り継ぎ時間が少なくなり不安だな

と思っていました。また、トランジットが初めてだったため、とても緊張しましたが、な

んとか看板通りに進み乗り換えに成功しました。 

関西空港からヒースロー空港に着くまで約 20 時間で、イギリスと日本の時差はサマータ

イムがあり 8 時間で、時差ボケでしんどいのではないかととても心配していましたが、時

差ボケはなく、無事に到着することができました。 

日本人は、イギリスに入国する際、優先レーンを通してもらえて、無人ゲートを進ませら

れました。しかし、わたしはショートタームスタディビザを取得しなければならなかった

ので、近くにいた係りの人にビザを取得したいという旨を伝えたところ、有人レーンに通

してもらえ、無事に留学用のビザを取得することができました。 

サセックス大学はとても大きな大学で移動だけでも大変で、最初の方が学校の中で迷子に

なるほどでした。授業は、スピーキングが中心でとても充実したものでした。授業を受け

ているクラスが日本人だけだったのが少し残念でした。 

週に１回程度、放課後に他国の人と交流するアクティビティがあり中国人やイタリア人と

喋ったりしました。彼女たちに比べて私は思うように喋れずほとんど話しを聞くことしか

できず悔しかったです。少しではありましたが、英語が母国語ではない人たちと、英語で

喋ることによって意思疎通を図れた時は嬉しかったです。 

イギリスに語学研修に行って、拙い英語でも周りの人が聞き取ってくれようとしてくれた

ので、完璧ではなくても英語で話すことに抵抗を感じませんでした。 

初めてのイギリスは、とても楽しく充実した時間となりました。 

これからも自分の英語力をさらに磨きたいと思いました。 

 

 



サセックス大学夏期語学研修に参加して 

看護学部 1年 女子学生 

私がこの研修に参加しようと思った理由は、海外に興味があり、生の英語を

学びたいと思ったことである。今まで何度か海外に旅行には行ったことがある

が、旅行で触れることができる英語は限られており、学校で実際に授業を受け

ることは生の英語に触れることができるチャンスだと思った。 

参加する前は、自分の英語が伝わるのか、相手の言っていることを理解でき

るのか、授業にはついていけるのかなどたくさんの不安があった。一人で海外

に行くのが初めてだったので、生活できるのかも心配だった。今はこのような

心配は無用だったと思う。 

もちろん授業は全て英語だったので辞書が必要だったが、できるだけ辞書は

使わないと先生から言われた。わからない単語は先生に聞き、共に考える、又

は教えてくれた。わからない単語の意味を英語で理解しなければいけなかった

ので自分の考えている意味であっているのかすごく不安だった。しかし、難し

い単語はその単語を使って文を作る、ディスカッションするなどして理解を深

め、定着することができた。授業では積極的に自分の意見を言うことが求めら

れ、どのような小さいことでも先生は生徒に話させようとしてくれたので、拙

い英語でも伝えようと言う気持ちになれた。また、ディスカッションも多くあ

り、咄嗟に自分の気持ちを英語で伝えなければならず、日本で受けている英語

の授業では養えない力が付いたと感じる。 

イギリスは初めて行ったが、事前研修で言われたほど危険だとは感じなかっ

た。細い道や人通りの少なそうな道に入らない限りひったくりなどもされなか

った。イギリスの人たちはいい人たちが多く、道に迷ったなどわからないこと

があれば親切に教えてくれた。料理も聞いていたほど不味くはなく、素晴らし

い国だなと感じた。 

3週間の研修で自分の英語力が飛躍的に上達したとは感じないが、少しは上

達したとかんじる。特に、リスニング力はかなり上がった。今回の研修で海外

で働くにはもっと英語力が必要だと痛感し、英語力を上げて海外で働きたいと

いうきもちがより一層強くなった。これからは空き時間を見つけて英語力を高

め、将来海外で働けるぐらいの英語力を身につけ、イギリスで生活したい。 


